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＜連絡事項＞

· 明日9/4収穫祭開催。本日15：00より明日の収穫祭について説明あり。

＜学生の実習での事例発表＞

　松川　順子様（31）　統合失調症

●問題点

1 陰性症状（無為、自発性、活動性が低い）が出現。

2 他者に話し掛けることが出来ない。

3 髭の剃り残し、頭髪、服装の乱れが見られる。

4 自室の片付け、掃除が不十分。

5 仕事につく事が困難。

6 一人暮らしが困難。

7 母親が統合失調症。

8 現在の生活や今後の生活について考えていない。

9 興味のあるものを見つける事が出来ない。

10 新しい事に対して自信が無い。

11 自己能力を把握出来ない。

●治療目標

　長期目標：グループホームを利用する。

　短期目標：①新しい作業を通して自己能力の把握と自信を付ける。

　　　　　　②今後の生活について考えることが出来るようになる。

　　　　　　③身だしなみへの意識を向ける。

　　　　　　④自室の片付け、掃除への意識を向ける。

●プログラム

1、 身だしなみへの声掛け

目的：身だしなみへの意識を向ける為。

⇒・来所する前に鏡を見てセットしてきており、寝癖が目立たなくなった。

　・休日に床屋に行き散髪と髭剃りを行っている。また服装の乱れについては、椅子から立ち上がる際に裾を直す仕草も見られている。

2、デイケアのプログラム

　　目的：就労や地域で生活するための対人交流技能を身に付ける。外界に目をむけれるようになる。

　

　⇒・参加したプログラムの題名は覚えていたが、内容は曖昧で詳しく覚えていない。自分の意

見を話すことはなく、質問に対しての返答に対しては「普段から考える事が苦手です」と

話される。

・プログラムの振り返りを拒否されている。

3、貼り絵のカレンダー作り

　　目的：自己能力の把握、新しい作業を通して成功体験で自信を付け、身だしなみチェック表として使用する。

　　⇒・カレンダー作りを勧めると「一人でやるの？」と不安な発言ある為、ＯＴＳと一緒に行う事伝えると承諾している。

　　　　・プログラム終了後に貼り絵を行う為声掛けをすると「疲れているので」と暗い表情で拒否あり。

　　　・分からない事をＯＴＳに聞くこと出来ている。作業後の後片付けは行わず、すぐに別室へ移動されている。

　　　・8/27貼り絵が完成しフィードバックすると笑顔で「楽しかった」と話される。

●今後の関わり

1 対人交流技能の向上のために、10月のカレンダー作りをスタッフと一緒に行って欲しい。

2 髭について目立ってきたら声掛けをして欲しい。

⇒髭については目立つほどではなく、本人も産毛の処理が習慣づいていない為、剃刀自体持っていないのではないか。安全剃刀を紹介するところから始めてもよかった。

＜利用者様情報＞

・　巴　　勇樹　様～「家で右手親指の付け根を突き指した」と話され、本日湿布しテーピングで固

定して来所されている。痛めた箇所を確認すると特に目立った形跡確認されて

いない。

　　　　　　　　　　昨日、父様の財布からお金を抜いた件に関して「お父さんに怒られた」と話さ

れ、お金が欲しい際は親に相談するように伝えている。

· 豊川　明男　様～本日欠席しているが、明日の収穫祭を休む事を伝えに通所に出向いている。その　

際にスタッフに「大便で30分トイレにこもっている。その時に袋とエンボス手袋、ウエットティッシュを持ち込み、ウエットティッシュで肛門を拭き、袋に入れているから便臭が鼻について不快感です。それにデイケアに来るのが辛いです」とスタッフに話されている。対人関係のリハビリのためにも、来所出来る日は来るように伝えている。

· 大久保　律子様～「今日の朝から左胸が痛い。11：00に左胸が痛かったが右に移った。病院に行

った方が良いかな。8月上旬に胸の検査する予定だったけど、いかなかった」と話されている。病院受診を促し、本日は早めに帰宅されている。

· 中村　与一郎様～「病院にいる江刺家君から手紙を書きたいから青風荘の住所を教えて欲しいと言　

われました」とスタッフに話されている。手紙の内容がおかしいと思ったらスタッフに伝えるように説明し、納得されている。

昨日、入浴時にお風呂場の床で滑って、体勢を持ち直した際に右太腿裏をいためたとのこと。関係機関に情報提供しており、本日湿布を貼って来所されている。「運動療法をしたら良くなりました」とスタッフに報告されている。

· 大久保　康弘様～本日耳鼻科受診され「咽頭部のカンジダ感染によるものは改善されてきた。異常

ないと言われました」と報告されている。

· 高橋　百寿　様～以前「来週から通所に通います」と話されていたが、本日より来所されている。

「肋骨が痛むから、テーブル拭き以外は出来ない」「カブトムシ取りに行ったら足をくじいたから、収穫祭では走れない」と話されている。

　　　　　　　　　　⇒通所再開したことを評価し、不調の際は無理をしないように説明している。

· 前野　義勝　様～昨日、1週間程前から左後頸部痛があると訴えあり。寝違えるなどの原因は無く、

以前から頭痛があった為、頭痛による物ではないかと話される。本日の外来受診時に担当医へ相談するとのこと。

お金について相談あり。先日お姉様が亡くなった際にお金を使った為、使用分をお姉様から20万円程入金されたと報告あり。その入金された金額について生活保護担当者から、譲渡金となる為生活保護費を返金するよう説明され、返金手続きの書類作りを進めると言われたとのこと。返金までの期間は、手元にお金をおかず定期預金を組むよう言われた為、昨日定期を組んできたと話す。「姉が生保担当者へ事情を説明した手紙を出してくれると言っていたけど、どうしよう」と話される為、手紙への生保担当者からの返事を待つよう説明。

＜業務改善＞

●プログラム検討

· 9/11（金）までに各プログラム担当者は10月プログラムを入力するように。

· 今後選択プログラムを検討していく予定。

●環境整備

· 利用者様より「入浴時に使用したタオルを干せる場所が欲しい」と意見あり。

⇒2Ｆフロアにある手すりにかける方向で検討していく。

· 月、水、金のお風呂の使い方について、利用者様同士がスムーズに入れるような調節していく。

⇒・「3人で無いと入浴しない」という利用者様（現在3名）については時間を固定する。

　・その他の利用者様に関しては、最大5人まで入浴が可能である事と、シャワーは譲り合いするように伝え、洗面器4個、椅子4個（各階＋2個ずつ）設置する予定。

●書式検討

・　治療計画やプログラム記録の表紙など、内容が二重になるものは全て経過連絡票内に盛り込めるような書式を検討していく。
＜外来情報＞

· 上久保　善郎様～自宅での手伝いをしているが、腰が疲れるとのこと。

· 奥山　以依子様～風邪をひかないようにしているとのこと。掃除当番や食事の当番も行うこと出来

ていると話されている。

· 柳町　信之　様～11：15来院。青陽館で入浴するように説明すると、「はい」と答えている。

· 前野　義勝　様～先週の採血の結果、総蛋白6.3mg/dlとやや低め。食事は残さず食べるように説

明している。前述の金銭の問題について話している。

· 中居　美津子様～右眼球が涙目になるとのことで、AZ点眼薬処方している。

· 鹿原　博夫　様～特に変わりはないとのこと。

· 細越　定生　様～彼岸では客がくるかもしれないと話されている。内服は飲んでいるとのこと。体

重は自己申告で113kg（先週比-2kg）。

· 平　　康子　様～気分的に不安定になることがあると話されている。朝なかなか起床出来ないとの

こと。現在、就床前にフルニトラゼパムを4錠服用しているため、自分で3錠に調整して様子をみるよう説明。その様子を見て、処方を調整すること説明している。

· 中居　松男　様～明日、デイケアの収穫祭であること報告している。

· 小野寺　文明様～食欲はある時と無い時があり、睡眠も暑い時は眠れないとのこと。8/31兄様と

母親様の面会に行って来たと話されている。

· 長瀬　紘一郎様～明日、平和病院受診予定。

· 佐藤　朗子　様～胃がキリキリ痛むとのことで、自宅にあった三京胃腸薬を服用していると話され

ている。それを服用して良くならないようであれば、病院から処方を出すこと説明している。

· 山田　健次　様～規則正しい生活を行っているとのこと。

· 船場　幸子　様～先週、歯が抜けて歯科受診しているとのこと。両手の関節の痛みはないが、両足

が痛むことがあると話されている。日常生活には支障なし。軽く運動をするように説明している。










